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Ⅰ．目的
競技スポーツにおいて、良いパフォーマンス（成績・結果）を得るためには、競技（試合）での、生理
・心理学的コンディションが重要であると言われている。特に、個人的競技では、試合直前の生理、心理学
的コンディションが成績を左右すると考えられている。
本研究者らは、試合前の心拍数や血圧を覚醒水準や緊張水準の生理的な指標として捉え、成績との関係
について研究を進めてきた。ターゲット競技である大学生弓道選手の分析では、的中率の低い選手に比べ高
い選手で生理的・心理的な要因による自律神経系の亢進傾向がみられたことを報告してきた 1)。同様に高校
弓道選手の分析では、的中率が高い選手で試合直前にかけて収縮期血圧が有意に上昇し、的中率が低い選手
は心拍数が有意に低下するなど、心血管系動態と的中率との関係が示唆された 2)。これらのことから、競技
直前の心拍数や血圧は、競技直前のコンディションの客観的な指標として捉えることが可能であることを指
摘してきた。
そこで本研究助成金ではより詳細なデータ分析を行うために使用し、弓型競技を対象に、主に試合前の心
拍、血圧などの生理的指標、試合に対する心理状態（気分）といった心理的指標と成績との関係から、成績
にかかわる生理・心理的要因について分析した。また、同じ弓型競技で “ 静的 ” な競技であるアーチェリー
選手を対象に、生理・心理的指標を用い測定を行い、基礎的な資料を得ることを目的とした。
Ⅱ. 方法
1）対象
A 大学アーチェリー部男子部員９名を対象とした。東北大会新人大会の経験者（以下、経験群）と未経験者
（以下、未経験群）とした。
2）期日、場所
2009年９月、A大学アーチェリー練習場で行われた。
3）実験（測定）場面
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今回の模擬試合は、新人大会に向けた
部内試合として設定され、全日本選手権
などの競技会の予選会などで利用される
競技方式である30ｍのシングルラウンド
にて実施した。２分間以内に３射行い、
それを１ setとし12set（36射）を行った。
各１射の得点の算出は、中心円８㎜で10
点～外側に８㎜毎に９～１点とし、その
得点合計が競技成績（総得点）となる。
得点は、選手本人の確認による自己申告制であ
る。
本研究では得点を、前期（１～４ set）、中期
（５～８ set）、後期（９～12set）の 3 期および
総得点について分析した。経験群と未経験群の
前期～後期および総得点について、表１に示し
た。
模擬試合は、ウォーミングアップ（以下、W-up）
前に、模擬試合と実験目的および概要を説明し、
模擬試合と実験に対する参加・協力の同意を得
た後、血圧・心拍、二次元気分尺度（以下、TDMS）
の測定を行った。模擬試合直前（以下、試合直前）
に血圧・心拍、TDMS を実施した。模擬試合終了後（以下、試合後）も同様に測定を行った（図１）。W-up
は模擬試合の準備を含め約60分間であった。その内容は静的運動（ストレッチ的運動）、姿勢の確認などで
構成されており積極的な動的運動を行うことはなかった。
4）測定項目
血圧と心拍数については、オムロン社のデジタル自動血圧測定器（ ETM-603 ）を用い、椅座位で測定した。な
お、試合中の心拍数は、POLAR社（S810）を用い測定した。
心理的要因については、二次元気分尺度（TDMS：
Two-Dimensional Mood Scale）を用いた。「非常にそう」
から「全くそうでない」の６件法であり、質問は８項
目で構成され「活性度」「安定度」「快適度」「覚醒度」
の４因子で評価することができる（表２）。TDMSは、
標準化された気分チェックシートであり、不安検査と
の相関も高いと報告されている 3)。
5）統計処理
W-up 前・試合直前、試合後の血圧や心拍数、心理
状態（気分）各因子得点について、W-up 前から試合
後の平均値の変動については、対応のある２要因の分
散分析を行った。有意な交互作用および主効果が認め
られた場合には、Bonferroni 法により多重比較を行っ
表1 模擬試合における経験群と未経験群の成績
経験群（n＝4） 未経験群（n＝5）
M (SD) M (SD) t（df＝7） p
前期
（1〜4set） 96.75 (7.14) 70.20 (15.21) 3.190 0.015
中期
（5〜8set） 99.25 (6.40) 69.60 (8.20) 5.907 0.001
後期
（9〜
12set）
96.25 (3.30) 67.40 (18.12) 3.489 0.022
総得点 292.25 (6.08) 207.20 (16.53) 5.408 0.001
図1 競技の進行状況および測定（調査）内容、時期
活性度 （得点：-10 〜 +10）
＋：イキイキして活力がある状態
ー：だるくて気力がない状態
安定度 （得点：-10 〜 +10）
＋：ゆったりと落ち着いた状態
ー：イライラして緊張した状態
快適度 （得点：-20 〜 +20）
＋：快適で明るい気分の状態
ー：不快で暗い気分の状態
覚醒度 （得点：-20 〜 +20）
＋：興奮して活発な状態
ー：眠くて不活発な状態
表2 TDMSにおける各因子の得点の示す心理状態
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た。
前期・中期・後期・総得点をパフォーマンス尺度とし、各測定値および各因子得点との関係について相
関分析（Pearson の相関係数）を行った。統計処理は、SPSS 16.0 を用い、有意水準は５％未満とした。
Ⅲ. 結果・考察
アーチェリー競技を対象に、試合前から試合後にかけての心拍、血圧などの生理的指標、試合に対する
心理状態（気分）の心理的指標と成績との関係から、アーチェリー選手の成績にかかわる生理・心理的要因
について分析した。これらの分析から、以下のような結果が得られた。
① 模擬試合の競技得点は、未経験者に比べ経験者で有意に高かった。
② 競技前（W-up 前、試合直前）の血圧や心拍数は、未経験者に比べ経験者で低い傾向がみられた。
③ 競技前（W-up 前、試合直前）から試合後に向けて TDMS「活性度」「快適度」の得点は、経験群で
上昇し、未経験群で低下する傾向がみられた。
④ 競技成績（総得点）とW-up前の血圧（拡張期、平均血圧）、心拍数に有意な負の相関が認められた。
⑤ 競技成績（総得点）と競技直前の心理状態（気分）では、TDMS「活性度」、「安定度」、「快適度」
に正の相関関係が認められた。
同じ弓型競技であるアーチェリー競技を対象とした本研究では、弓道選手とは逆の傾向がみられたこと
から、これまでの弓型競技における心理的コンディションにおける調整には、弓道及びアーチェリーで異な
る部分があると推察される。今後は、同類のスポーツ競技を合わせて調査・測定するだけではなく、弓道及
びアーチェリーそれぞれ対象となる人数を増やし、連続的な生理的指標の比較など詳細に継続的な測定及び
調査が必要であろう。
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